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ここののひひとと
ああののままちち
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薬薬
物物
乱乱
用用
のの
恐恐
ささ
知知
っっ
てて

郡
市
内

２
カ
所

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

交
通
取
締
情
報

６
月
２７
日
に
開
か
れ

た
一
般
社
団
法
人
人
吉

温
泉
観
光
協
会
の
通
常

総
会
で
、
新
代
表
理
事

に
選
出
さ
れ
た
。

「
重
責
を
感
じ
て
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
所
で

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
改
め
て
皆
さ
ん

に
注
目
し
て
も
ら
っ
て

い
る
会
の
代
表
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
す
」

と
話
す
。

役
員
が
若
返
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
「
前
代

表
理
事
の
気
持
ち
で
も

あ
っ
た
。
副
代
表
や
室

長
、
委
員
ま
で
若
返
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
事
業

に
つ
い
て
磨
き
上
げ
を

行
い
な
が
ら
新
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
新
し
い
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
に
若
い

人
た
ち
の
力
が
不
可

欠
。
そ
の
意
味
で
も
い

ろ
ん
な
可
能
性
が
出
て

き
た
」
と
い
う
。

今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
「
会
員
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
組
織
の
強
化

を
図
り
た
い
。
こ
れ
か

ら
三
役
会
や
理
事
会
を

開
き
、
そ
こ
で
方
向
性

を
示
し
、
皆
さ
ん
方
に

考
え
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
下
で
達
成
し

た
い
」「
昨
年
好
評
だ
っ

た
地
域
振
興
ク
ー
ポ
ン

券
も
ア
ン
コ
ー
ル
ク
ー

ポ
ン
券
事
業
を
実
施
し

た
い
。
組
織
の
強
化
と

し
て
は
会
員
の
奥
さ
ま

方
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
女
性
パ
ワ
ー
を
出

し
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
披
露
し
た
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
次

男
は
東
京
で
仕
事
を
し

て
お
り
、
現
在
は
人
吉

市
西
間
上
町
に
妻
と
長

男
の
３
人
暮
ら
し
。

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」を
訴
え
る
ヤ

ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
１
日
、
錦
町
の
イ
オ
ン

錦
店
と
サ
ン
ロ
ー
ド
シ
テ

ィ
店
、
人
吉
市
の
ニ
シ
ム

タ
人
吉
店
で
行
わ
れ
、
高

校
生
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

が
関
係
者
と
共
に
薬
物
乱

用
防
止
を
呼
び
掛
け
た
。

国
連
の
「
新
国
連
薬
物

乱
用
根
絶
宣
言
」
や
６
月

２６
日
の
「
国
際
麻
薬
乱
用

撲
滅
デ
ー
」
に
合
わ
せ
た

国
、
熊
本
県
の「
ダ
メ
。ゼ

ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
を
受

け
、
人
吉
球
磨
の
薬
物
事

犯
ゼ
ロ
と
開
発
途
上
国
な

ど
の
薬
物
乱
用
防
止
運
動

の
支
援
を
目
的
に
実
施
。

人
吉
、
多
良
木
両
警
察

署
に
よ
る
と
、
こ
と
し
１

月
か
ら
５
月
末
現
在
、
県

内
に
お
け
る
薬
物
関
係
の

検
挙
は
９４
件
（
昨
年
同
期

比
６
件
減
、
暫
定
値
）。県

警
で
は
各
関
係
団
体
な
ど

と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
、
薬
物

乱
用
の
未
然
防
止
に
努
め

て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
人
吉

球
磨
地
区
薬
物
乱
用
防
止

指
導
員
協
議
会
と
人
吉
保

健
所
が
主
催
し
、
両
警
察

署
や
人
吉
、
免
田
、
錦
の

各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

薬
剤
師
、
行
政
、
高
校
生

や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
球
磨

第
１
団
、
第
２
団
の
児
童

生
徒
た
ち
も
参
加
し
た
。

サ
ン
ロ
ー
ド
シ
テ
ィ
店

と
イ
オ
ン
錦
店
で
は
、
関

係
者
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

球
磨
第
１
団
、
第
２
団
、

多
良
木
高
校
生
、
あ
さ
ぎ

り
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
南
稜
高

校
生
ら
約
５０
人
が
活
動
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
球
磨

第
１
団
に
所
属
す
る
深
田

小
学
校
４
年
生
の
渡
部

せ

な

し
ん
じ

世
梛
君（
１０
）と
山
口
心
慈

君
（
９
）
は
「
薬
物
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、
断
る
勇
気
を
持

ち
、
薬
物
乱
用
防
止
の
輪

を
広
げ
た
い
。
『
薬
物
乱

用
は
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。』

を
こ
こ
か
ら
発
信
す
る
」

と
宣
言
し
た
。

参
加
者
は
、
横
断
幕
を

掲
げ
て
「
薬
物
乱
用
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
で

す
」
と
声
を
上
げ
、
買
い

物
客
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
。
募
金
活
動
へ
の
協

力
も
呼
び
掛
け
て
い
た
。

一
方
、
ニ
シ
ム
タ
で
は

関
係
者
と
球
磨
工
業
、
人

吉
両
高
校
の
生
徒
な
ど
約

３０
人
が
活
動
し
た
。

中
原
会
長
ら

新
役
員
決
ま
る

人
吉
市
歯
科
医
師
会
の

総
会
が
こ
の
ほ
ど
開
か

れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
で
、
中
原
歯
科
医

院
（
同
市
下
薩
摩
瀬
町
）

の
中
原
正
弘
氏
（
６２
）
が

会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

同
歯
科
医
師
会
は
、
会

員
３０
人
で
構
成
。今
回
は
、

２
期
務
め
た
與
田
桂
三
氏

の
後
任
と
し
て
中
原
氏
が

就
任
。
ま
た
、
副
会
長
ら

執
行
部
、
理
事
も
選
任
し

た
。
任
期
は
２
年
間
。

新
役
員
は
次
の
と
お

り
。

▽
会
長

中
原

正
弘

▽
直
前
会
長

與
田

桂
三

▽
副
会
長

愛
甲

徹

▽
専
務
理
事

齊
藤

健
三

▽
常
務
理
事

相
良

吉
正

▽
理
事

今
藤
ひ
と
み

御
手
洗

肇

清
水

雅
英

花
田

雅
弘

田
中

勝
久

▽
監
事

熊
埜
御
堂
渉

今
藤

隆
文

鳥
飼
さ
ん
講
師
に

新
婦
人
学
習
会

９
日
、東
間

コ
ミ
セ
ン
で

新
日
本
婦
人
の
会
人
吉

く
ま
支
部
主
催
の
新
婦
人

学
習
会
が
９
日
、
人
吉
市

蟹
作
町
の
東
間
コ
ミ
セ
ン

で
開
か
れ
る
。

講
師
は
鳥
飼
香
代
子
さ

ん
。
介
護
福
祉
士
（
国
家

試
験
）
資
格
取
得
に
向

け
、
実
務
者
研
修
講
座
を

実
施
す
る
郡
市
初
の
養
成

施
設
「
さ
く
ら
」
の
施
設

長
。
外
国
人
の
合
格
者
も

養
成
す
る
な
ど
話
題
を
集

め
て
い
る
。
岡
山
県
倉
敷

市
生
ま
れ
、
熊
本
大
学
名

誉
教
授
、
台
湾
・
南
榮
科

技
大
学
客
員
教
授
。

演
題
は
「
高
齢
者
が
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

と
は
」。午
前
１０
時
か
ら
２

時
間
を
予
定
し
、
参
加
費

は
２
０
０
円
（
会
場
費
・

資
料
代
）。

問
い
合
わ
せ
は
、
淵
上

さ
ん
（
電
話
３
８
・
３
７

７
９
）
ま
で
。

倉
橋
さ
ん
が

東
京
で
二
人
展

１７
日
か
ら
銀
座

ギ
ャ
ラ
リ
ー
暁

独
立
美
術
協
会
準
会
員

の
倉
橋
完
治
さ
ん
（
人
吉

市
願
成
寺
町
）
は
、
東
京

都
中
央
区
銀
座
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
暁
で
１７
日
か
ら
２２
日きの

ま
で
、
同
協
会
会
友
の
木

う
え
ま
さ
つ
ぐ

上
正
頁
さ
ん
（
熊
本
市

西
区
）と
二
人
展
を
開
く
。

同
協
会
は
、
大
正
１５
年

か
ら
昭
和
５
年
に
か
け
て

佐
伯
祐
三
氏
、
前
田
寛
治

氏
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た

１
９
３
０
年
協
会
展
が
発

端
と
な
り
、
気
鋭
の
作
家

が
美
術
団
体
を
超
え
て
組

織
し
た
も
の
。
近
代
美
術

史
に
名
を
残
す
画
家
た
ち

を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

倉
橋
さ
ん
は
、
人
吉
第

一
中
学
校
の
美
術
教
諭
。

独
立
展
に
は
平
成
２３
年
の

初
出
品
か
ら
６
年
連
続
で

入
選
し
て
お
り
、
同
２７
年

に
新
人
賞
、
昨
年
は
佳
作

賞
を
連
続
で
受
賞
し
た
。

倉
橋
さ
ん
は
初
め
て
の

二
人
展
と
い
い
、
１
３
０

号
の
大
作
数
点
を
含
む
新

作
を
展
示
予
定
。
「
大
先

輩
と
の
二
人
展
で
す
が
、

不
安
も
期
待
も
あ
っ
て
楽

し
み
で
す
」
と
話
す
。

初
日
は
午
後
１
時
に
開

場
し
、
１８
日
以
降
は
午
前

１１
時
か
ら
午
後
７
時
、
最

終
日
は
同
５
時
で
閉
場
。

【
５
日
（
水
）】

▼
午
前

▽
葦
北
郡
芦
北
町
花
岡

（
県
道

速
度
）

▽
球
磨
郡
錦
町
西
（
国
道

２
１
９
号

携
帯
電
話
・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

▼
午
後

▽
熊
本
市
北
区
四
方
寄
町

（
国
道
３
号

携
帯
電
話

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

▽
菊
池
郡
大
津
町
高
尾
野

（
県
道

携
帯
電
話
・
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
）

※
日
時
・
場
所
は
変
更

あ
り
、
発
表
以
外
の
取
り

締
ま
り
も
実
施
。

中原会長（前列中央）ら新役員

買い物客に薬物乱用や募金を呼び掛ける子どもたち

組
織
力
で
事
業
に
磨
き
をきた しょうじろう

北 昌二郎さん（５７）

人吉温泉観光協会代表理事
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